
5月26日第7回通常総会



平
成
28

年
5

月
26

日
、
枝
幸
町
中
央
コ
ミ
セ
ン
に
て

宗
谷
南
農
業
協
同
組
合
第
７
回
通
常
総
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

始
め
に
物
故
組
合
員
・役
職
員
へ
の
黙
祷
を
行
い
、
Ｊ
Ａ

綱
領
を
朗
唱
し
、
表
彰
状
授
与
を
行
い
ま
し
た
。

表
彰
状
は
農
業
後
継
者
に
対
し
今
後
の
農
業
に
対
す

る
意
欲
を
期
待
し
激
励
状
と
し
て
、
乙
忠
部
の
「
石
田
晃

介
さ
ん
」
・歌
登
西
歌
登
の
「山
崎
知
紀
さ
ん
」
・風
烈
布

の
「
戸
澤
慧
さ
ん
」が
連
合
会
を
代
表
し
、
中
央
会
旭
川

支
所
中
島
支
所
長
よ
り
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
農
業
後
継
者
定
着
者
に
対
し
、
初
妊
牛
の
購
入

費
と
し
て
１
０
０
万
円
の
目
録
を
上
音
標
の
「坂
東
翼
さ

ん
」
・「山
田
唯
太
さ
ん
」
・歌
登
西
歌
登
の
「山
崎
知
紀
さ

ん
」が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
良
質
乳
出
荷
者
の
、
上
音
標
の
「山
崎
孝
敏
さ

ん
」
・山
臼
の
「中
野
隆
さ
ん
」
・岡
島
の
「今
井
敏
さ
ん
」

が
表
彰
さ
れ
、
最
後
に
永
年
勤
続
職
員
と
し
て
、
管
理
部

管
理
課
「今
家
課
長
」が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
開
会
に
あ
た
り
向
井
地
組
合
長
は
、
昨
年
を
振

り
返
り
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
向
け
て
の
動
き
や
農
協
改
革
な
ど
の
政

治
的
・政
策
的
な
問
題
に
よ
る
農
業
の
将
来
的
な
不
安

を
感
じ
さ
せ
る
年
で
あ
り
、
更
に
は
離
農
・休
農
が
あ
っ

た
に
も
関
わ
ら
ず
前
年
乳
量
を
上
回
っ
た
事
に
つ
い
て
、

組
合
員
皆
様
の
日
々
の
努
力
に
感
謝
を
述
べ
、
個
体
価

格
の
高
騰
な
ど
も
含
め
組
合
員
の
経
営
は
安
定
し
た
収

支
の
結
果
、
農
協
運
営
に
関
し
ま
し
て
も
良
好
な
結
果

と
な
り
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
、
こ
れ
か
ら
の
審
議
に

つ
い
て
、
活
発
な
意
見
を
持
っ
て
審
議
さ
れ
る
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
挨
拶
と
し
ま
し
た
。

議
長
に
は
風
烈
布
の
米
内
潤
二
さ
ん
が
選
任
さ
れ
審

議
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

事
務
局
か
ら
、
議
案
第
1

号
よ
り
議
案
ご
と
に
説
明

が
あ
り
、
定
款
の
変
更
か
ら
始
ま
り
、
最
後
12

号
議
案

の
役
員
の
選
任
ま
で
、
全
議
案
が
賛
成
多
数
に
よ
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

５月２６日枝幸町中央コミセンにて第７回通常総会が、１３５名（本人出席５９名、委任状１６名、

書面出席６０名）出席の下開催されました。

議長に選任された、米内潤二さん

書記に任命された、君ヶ袋係長（左）と鳴海係長（右）



2

件
の
報
告
事
項
の
あ
と
、
特
別
決
議
の
「指
定
団
体
制
度
の
機

能
を
維
持
す
る
特
別
決
議
」を
女
性
部
を
代
表
し
て
奥
出
部
長
が
、

「Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら
北
海
道
農
業
・地
域
社
会
及
び
国
民
の
命
と
暮
ら
し

を
守
る
特
別
決
議
」を
青
年
部
を
代
表
し
て
今
部
長
が
朗
読
し
、
盛

大
な
拍
手
を
持
っ
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
閉
会
に
あ
た
り
、
向
井
地
組
合
長
は
、
近
年
の
農
業
情
勢
を

踏
ま
え
農
業
は
地
域
活
性
を
担
っ
て
お
り
農
業
者
以
外
の
農
業
の

進
出
を
危
惧
し
て
い
る
、
や
は
り
家
族
経
営
体
の
増
加
が
地
域
活
性

に
は
必
要
と
考
え
て
い
る
、
ま
た
牛
乳
の
指
定
団
体
制
度
に
つ
い
て

は
、
そ
の
機
能
は
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
加
速

し
て
い
け
ば
、
日
本
の
農
業
は
海
外
と
の
競
争
が
始
ま
る
、
自
分
達

の
経
営
を
守
る
た
め
に
は
農
業
者
が
１
つ
に
ま
と
ま
り
、
団
結
力
と

組
織
力
を
発
揮
し
な
け
れ
ば
な
ら
い
、
そ
の
為
の
系
統
結
集
で
あ
る

こ
と
を
強
調
し
、
今
後
激
変
が
予
想
さ
れ
る
農
業
情
勢
を
組
合
員

皆
様
と
考
え
乗
り
越
え
て
行
き
た
い
と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
本
総
会
の
終
結
を
も
っ
て
理
事
及
び
監
事
全
員
が
任
期
満

了
と
な
る
為
、
理
事
9

名
、
監
事
3

名
が
選
任
さ
れ
、
総
会
後
の

理
事
会
・監
事
会
で
、
代
表
理
事
組
合
長
に
向
井
地
氏
・代
表
監
事

に
高
橋
氏
の
再
任
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
辻
理
事
・開
地
監
事
が
任
期
満
了
に
伴
い
退
任
と
な
り
、
新

た
に
吉
田
理
事
、
佐
々
木
監
事
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
辻
理
事
・開

地
監
事
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

特別決議を朗読する今青年部長（中）

森次部員（左）

松田部員（右）

特別決議を朗読する奥出女性部長（中）

樋口部員（左）

小林部員（右）

激励状授与者

山崎知紀（奥）

戸澤慧 （中）

石田晃介（手前）

良質乳出荷者表彰者

山崎孝敏（奥）

中野隆 （中）

今井敏 （手前）

乳牛導入資金目録贈呈者

坂東翼 （奥）

山田唯太（中）

山崎知紀（手前）

永年勤続表彰者

今家管理課長

監 事

高橋 壮治 （再）

平田勝一郎 （再）

佐々木英世 （新）

理 事

向井地信之 （再）

山崎 幸夫 （再）

小野寺俊一 （再）

下山 勲 （再）

寺前 孝義 （再）

小林 政夫 （再）

木村 浩 （再）

清野 盛 （再）

吉田 明彦 （新）

新任理事・監事

佐々木監事 吉田理事

退任される開地監事 退任される辻理事



宗谷南農協青年部 第7回通常総会

第
７
回
Ｊ
Ａ
宗
谷
南
青
年
部
通
常
総
会
が
５
月
10
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
宗
谷
南
よ
り
若
山
部
長
、
浜
田
課
長
、
宗
谷
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

よ
り
髙
橋
主
査
、
よ
つ
葉
乳
業
（株
）
よ
り
木
幡
酪
農
担
当
、
Ｊ
Ａ
宗
谷
南
女
性

部
よ
り
奥
出
部
長
が
来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
か
ら
宗
谷
地
区

青
年
部
の
地
区
役
員
が
変
わ
り
、
総
会
日
程
の
変
更
や
青
年
部
の
新
規
入
部

予
定
者
な
ど
に
つ
い
て
話
合
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
５
月
23
日
に
、
歌
登
町
の
料
理
店
に
て
、
青
年
部
新
人
歓
迎
会
を
行
い

ま
し
た
。

こ
れ
よ
り
１
年
ほ
ど
実
際
に
青
年
部
活
動
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
青
年
部
加

入
を
考
え
て
頂
く
企
画
の

一
環
と
し
て
歓
迎
会
を
行
い
、
青
年
部
活
動
の
際
に

は
ど
ん
ど
ん
参
加
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

開会挨拶をする今

青年部長

28年度もＪＡ宗谷南

青年部部長を続投し、

宗青協では副部長に

就任しました。

総会参加者交流会

日頃の営農についての話や、近年の酪農情勢

について話し合いました。

宗谷南農協女性部 第7回通常総会

総
会
飾
花

音
標
佐
々
木
さ
ん
よ
り

4

月
27

日
に
第
7

回
Ｊ
Ａ
女
性

部
通
常
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

普
及
セ
ン
タ
ー
よ
り
金
子
普
及

員
と
渡
邊
普
及
員
、
よ
つ
葉
乳
業

（株
）
よ
り
木
幡
酪
農
担
当
、
Ｊ
Ａ

宗
谷
南
青
年
部
よ
り
大
塚
副
部
長

が
来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
１
泊
２
日
の
視
察
研
修

を
計
画
し
て
お
り
、
行
き
先
に
つ
い

て
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

開会挨拶をする奥出女性部長

牛乳の一元出荷について解説を行う

よつ葉乳業（株）木幡さん

総会後の交流会の様子

オードブルを囲みながら日頃の営農や家庭のことなどを話合いました。

新人歓迎会の様子 １６名参加しました。



部 出品者 成績

1 ｵﾑﾗ　ｺﾞｰﾙﾄﾞｳｲﾝ　ｳｴﾝﾃﾞｲ 小椋　義則 1位

1 ｸﾞﾚﾝﾃﾞｲ　ﾔﾙｼﾞｱﾝ　ｻﾍﾞｰｼﾞ 山崎　紀幸 5位
2 ﾎﾟｰﾙｽﾀｰ　ｴｸｽﾄﾘｰﾑ　ﾊﾞｰｸ 高橋　慶大 1位
2 ｵﾑﾗ　ｲﾂﾁﾔﾝ　ﾔﾙｼﾞｱﾝ 小椋　義則 3位

2 ﾏﾀﾄﾞｰｱ　ﾌﾞﾛｶｳ　ﾌﾟﾗﾁﾅﾏ　ｼﾙｷｰ　ET 赤坂　一弘 9位
3 ﾏﾀﾄﾞ-ｱ　ｱﾙﾏｰﾆ　ｲｸﾞﾆﾀｰ 赤坂　一弘 5位
4 ﾆｼｷ　ｱﾝｿﾆｰ　ﾁﾂﾌﾟ　ﾁｱﾝﾋﾟｵﾝ 赤坂　一弘 1位
6 ｶｰﾈﾘｱﾝ　ﾎｰﾌﾟ　ｽﾊﾟｰｸﾘﾝｸﾞ 山崎　紀幸 2位
7 ﾊﾂﾋﾟｰﾗｲﾝ　ｱﾒｲｼﾞﾝｸﾞ　ｴﾂｾ 内田　喜久男 1位
7 ｵﾑﾗ　ﾊｲﾛｰﾝ　ｱﾂﾄﾃﾝﾊﾞｰ 小椋　義則 6位
7 ﾊｰﾊﾞｰﾋﾞﾕｰ　ｳｲﾝﾄﾞﾌﾞﾙﾂｸ　ｼﾏｰ 寺前　吉幸 9位
8 M.F　ｲﾝｽﾊﾟｲｱｰﾄﾞ　ｱﾌﾀｰｼﾖﾂｸ　ｸﾗｼﾂｸ 関口　真也 7位
9 JC　ﾓﾗﾘｰ　ﾊﾞﾝﾋﾞ　ET 澤田　和人 9位
11 ｵﾑﾗ　ｼﾞﾔｽﾀｰ　ET 小椋　義則 3位
12 M.F　ﾛﾍﾞﾙ　ﾊﾞｰﾝｽﾞ　ﾗｽﾃｲ 関口　真也 1位

名         号

２
０
１
６
年
道
北
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ン
ド
ホ
ワ
イ

ト
シ
ョ
ウ
が
5
月
14
日
、
ホ
ク
レ
ン
豊
富
地

域
家
畜
市
場
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

宗
谷
、
留
萌
地
区
よ
り
54
戸
、
１
１
０
頭
の

出
品
が
あ
り
、
日
頃
の
乳
牛
改
良
の
成
果

を
競
い
ま
し
た
。
当
農
協
か
ら
は
8
戸
、
17

頭
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
員
に
は
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
農
業

協
同
組
合
「
小
泉
俊
裕
」
氏
が
あ
た
り
、
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
か
つ
的
確
な
ジ
ャ
ッ
ジ
で
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
当
農
協
か
ら
5
頭
が
1
位

を
獲
得
。
第
12
部

関
口
真
也
さ
ん
出
品

「Ｍ
Ｆ

ロ
ベ
ル

バ
ー
ン
ズ

ラ
ス
テ
イ
」が
シ

ニ
ア
リ
ザ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
き
ま
し

た
。

例年にない程の温かさとなりました。本共進会が、共進会シーズンの皮切りとなりますが、

出品者の皆さまには各共進会にて優秀な成績を収めて頂きたいと思います。

ｸﾞﾗﾝﾄﾞ・ｼﾆｱﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ ﾋﾝﾍﾟﾙ　ﾄﾞﾗﾏﾁﾂｸ　ﾌﾞﾗｸｽﾄﾝ 稚内市 堀　輝乙

ﾘｻﾞｰﾌﾞｸﾞﾗﾝﾄﾞ・ｲﾝﾀｰﾐﾃﾞｨｴｲﾄﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ ｽｶｲﾊｲ　ｺﾞｰﾙﾄﾞﾁﾂﾌ　゚ｱｲﾘｽ 稚内市 白崎　紘希

ｼﾞｭﾆｱﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ ｶﾞﾗﾝﾄ　ｽﾊﾟー ｸﾘﾝｸﾞ　ｳｲﾝﾄﾞ 苫前町 中嶋　卓広
ﾘｻﾞｰﾌﾞｼﾞｭﾆｱﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ ﾉｰｽﾌｨｰﾙﾄﾞ　ﾌﾞﾚﾝﾁ　ｱｸﾐｰ　ﾏｽﾄﾛ 幌延町 無量谷　裕
ﾘｻﾞｰﾌﾞｲﾝﾀｰﾐﾃﾞｨｴｲﾄﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ ﾚﾂﾄﾞﾌﾞﾘﾂｸ　ﾌﾞﾗｸｽﾄﾝ　ﾄﾖｻﾄ 遠別町 佐久間　陽生

ﾘｻﾞｰﾌﾞｼﾆｱﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ M.F　ﾛﾍﾞﾙ　ﾊﾞｰﾝｽﾞ　ﾗｽﾃｲ 枝幸町 関口　真也

２
０
１
６
年
北
海
道
ブ
ラ
ッ
ク
ア

ン
ド
ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ
ウ
が
5
月
28
日

と
29
日
、
安
平
町
早
来
の
北
海
道

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
場
に
て
開

催
さ
れ
、
当
農
協
か
ら
2
戸
3
頭

の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。
当
農
協

か
ら
北
海
道
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ン
ド
ホ
ワ

イ
ト
シ
ョ
ウ
へ
の
出
品
は
こ
れ
が
初

め
て
と
な
り
ま
す
。

北
海
道
各
地
（
一
部
他
県
）
よ
り

２
５
２
頭
の
出
品
が
あ
り
、
審
査
員

に
は
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
農
業

協
同
組
合
の
「
共
進
会
認
定
審
査

員
」
に
認
定
さ
れ
て
い
る
、
上
士
幌

町
・酪
農
家
の
「
小
椋
茂
敏
」
氏
が

あ
た
り
、
審
査
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

審
査
の
結
果
、
9
部

小
椋
義
則

さ
ん
の
出
品
「オ
ム
ラ

ハ
イ
ロ
ー
ン

ア
ツ
ト
テ
ン
バ
ー
」が
3
位
に
入
賞

し
ま
し
た
。

来
年
の
出
品
へ
も
期
待
が
高
ま

り
ま
す
。

2部 ｵﾑﾗ　ｲﾂﾁﾔﾝ　ﾔﾙｼﾞｱﾝ 小椋　義則
8部 ﾊﾂﾋﾟｰﾗｲﾝ　ｱﾒｲｼﾞﾝｸﾞ　ｴﾂｾ 内田　喜久男
9部 ｵﾑﾗ　ﾊｲﾛｰﾝ　ｱﾂﾄﾃﾝﾊﾞｰ 小椋　義則

リザーブ・シニアチャンピオン

Ｍ．Ｆ ロベル バーンズ ラステイ （関口 真也）

ｸﾞﾗﾝﾄﾞ・ｲﾝﾀｰﾐﾃﾞｨｴｲﾄﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ TMF　ﾅｲﾃﾞﾙ　ｱﾂﾄ　ｱﾝﾅ　ｴｺｰ 清水町
ﾘｻﾞｰﾌﾞｸﾞﾗﾝﾄﾞ・ﾘｻﾞｰﾌﾞｲﾝﾀｰﾐﾃﾞｨｴｲﾄﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ ｸﾞﾛｰﾘｰﾗﾝﾄﾞ　ﾍﾞﾂｽﾘﾘ 　ーﾊﾂﾄﾞﾘｰ 別海町
ｼﾞｭﾆｱﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ TMF　ｳｵｰｶｰｺｰﾙ　ｽﾊﾟｰｸ　ｾｽﾅ 清水町
ﾘｻﾞｰﾌﾞｼﾞｭﾆｱﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ ｵｰｸﾘｰﾌ　MBB　ｿﾌｲｱ 江別市
ｼﾆｱﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ ｽｳｲｰﾄﾈｽ　ｱﾄﾞﾍﾞﾝﾄ　ｴﾝﾄﾘｰ　ET 上士幌町
ﾘｻﾞｰﾌﾞｼﾆｱﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ OK　ｴｱﾚｲﾄﾞ　ﾗｲｵﾈﾙ 清水町

（有）田中牧場
酒井　保幸
（有）田中牧場
（学）酪農学園
ｽｳｨｰﾄﾈｽｼﾝｼﾞｹｰﾄ

大久保　大輔

審
査
員

上
士
幌
町

酪
農
家

小
椋
茂
敏

氏



Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
で
開
催
し
た
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
パ
ネ
リ
ス
ト
の
皆

さ
ん
か
ら
提
言
頂
き
ま
し
た
「北
海
道

農
業
と
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
に
期
待
す
る
こ

と
」を
前
回
に
引
き
続
き
、
紹
介
し
ま
す
。

最
後
は
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

を
代
表
し
て
Ｊ
Ａ
北
海
道

中
央
会
内
田
副
会
長
か
ら

の
提
言
を
紹
介
し
ま
す
。

「力
強
い
農
業
」
、
「豊
か
な

魅
力
あ
る
農
村
」
の
実
現
に

向
け
た
組
合
員
の
役
割

北
海
道
の
農
業
は
今
ま

で
非
常
に
過
酷
な
条
件
の

中
で
、
先
人
た
ち
が
長
年

に
わ
た
っ
て
築
い
て
き
た
、

食
料
基
地
と
し
て
の
大
き

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
自

信
と
誇
り
を
持
っ
て
、
こ
れ

か
ら
の
大
き
な
変
化
の
時

代
に
立
ち
向
か
っ
て
い
か
な

い
と
い
け
な
い
。

農
業
者

一
人

一
人
も
大

き
な
力
で
は
あ
っ
た
が
、
そ

こ
に
協
同
組
合
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
こ
こ
ま
で
発
展

し
て
く
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
か
ら
も
Ｊ
Ａ
の
力
を

大
事
に
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

最
後
に
一
言

私
た
ち
は
、
道
民
・

国
民
に
安
心
安
全
な

食
料
を
供
給
し
て
い

る
と
い
う
、
大
き
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
。

そ
の
こ
と
に
は
自
信

と
誇
り
を
も
っ
て
い
い
。

北
海
道
の
な
か
で
農

業
を
こ
れ
以
上
衰
退

さ
せ
な
い
よ
う
に
し
っ

か
り
と
取
り
組
み
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

も
っ
と
外
に
向
か
っ

て
、
農
業
の
良
さ
、
食
、

そ
し
て
ま
た
農
業
に

取
り
組
む
姿
勢
を
発

信
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

そ
の
こ
と
が
、
道
民

５
５
０
万
人
と
共
に
創

る
力
強
い
北
海
道
農

業
、
豊
か
で
魅
力
あ

る
農
村
の
実
現
に
必

ず
結
び
付
く
。
３
年

間

一
緒
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

Ｊ
Ａ
組
織
は
、
今
ま

で
色
々
と
組
合
員
の

所
得
確
保
の
た
め
に

改
革
を
行
い
な
が
ら

進
ん
で
き
た
。
し
か
し
、

そ
れ
以
上
に
時
代
の

流
れ
は
速
く
、
そ
の
時

代
に
ど
う
や
っ
て
適
応

し
な
が
ら
、
臨
機
応
変

に
柔
軟
に
対
応
し
て
い

く
か
、
と
い
う
こ
と
が

今
後
求
め
ら
れ
る
。

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
さ

ら
に
農
家
組
合
員
の

所
得
、
ま
た
経
営
が

安
定
す
る
よ
う
な
近

道
に
な
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
、
あ
え
て
言
わ
せ

て
頂
い
た
。

内
田

和
幸

氏

（う
ち
だ

か
ず
ゆ
き
）

北
海
道
農
業
協
同
組
合
中
央
会

副
会
長

こ
う
い
う
時
こ
そ
農
協
に

結
集
し
て
、
団
結
力
、
組
織

力
を
発
揮
し
な
い
と
、
こ
れ

か
ら
の
時
代
は
乗
り
切
っ
て

い
け
な
い
。

一
人
よ
り
も
10
人
、
10
人

よ
り
も
１
０
０
人
と
い
う
こ

と
で
意
思
の
結
集
を
通
じ
な

が
ら
難
局
を
乗
り
切
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

大
会
決
議
に
は
、
農
業
所

得
20
％
増
大
、
新
規
就
農
者

の
倍
増
、
流
通
改
革
、
生
産

コ
ス
ト
の
削
減
、
な
ど
具
体

的
な
こ
と
が
あ
る
が
、
い
ず

れ
も

一
人
で
は
で
き
な
い
。

北
海
道
農
業
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
中
に
あ
っ
て
、

欠
か
せ
な
い
産
業
。
地
域
を

味
方
に
つ
け
る
、
よ
り
農
業

の
理
解
者
を
味
方
に
つ
け
る
。

北
海
道
の
農
産
物
は
安
心

安
全
、
そ
し
て
お
い
し
い
と

言
わ
れ
、
さ
ら
に
地
域
貢
献

を
し
な
が
ら
Ｊ
Ａ
の
、
協
同

の
素
晴
ら
し
さ
を
外
に
発
信

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ

う
い
っ
た
積
み
重
ね
が
道
民

５
５
０
万
人
の
支
持
に
つ
な

が
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、
理
解

者
に
つ
な
が
り
、
応
援
団
に

な
っ
て
い
く
と
思
っ
て
い
る
。

～
第
28

回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
～

「
５
５
０
万
人
と
共
に
創
る
『
力
強
い
農
業
』
と
『
豊
か
な
魅
力
あ
る
農

村
』
」
の
実
現
に
向
け
た
農
業
の
魅
力
発
信

北
海
道
農
業
協
同
組
合
中
央
会

副
会
長

内
田

和
幸

氏



体細胞数と乳量損失率及び乳代損失
個体乳の体細胞数は、７万個/ｍｌ以下では乳量の損

失はなく、体細胞数が高くなるにつれて乳量の損失率は

高まり、２産以上の牛についてはその傾向は高まる。

乳質改善は、所得向上・経営向上につながる！
乳質改善（特に乳房炎防除）による酪農経営のメリットは大きい☆
①治療牛の減少 → 治療費の減（抗生物質事故のリスクも減る）

②個体廃棄乳の減少 → 搾乳頭数＆バルク出荷乳量の増

③損失乳量の減少 → 個体乳量の増（個体生産性の向上）

④乳質ペナルティの減 → 乳質乳代の増

⑤淘汰牛の減 → 個体販売収入の増

乳質乳代（乳質評価を加味した乳代精算）について

【現行制度内容】（社）北海道酪農検定検査協会等が行う個人別・旬別の乳質検査成績（生菌数・体細胞数）を

基準に、乳質ランクに応じた乳質乳代を支払う。支払内容は乳代等清算書等に記載。

生菌数・体細胞数：

両ランク１/月

＝＋４円/ｋｇ、

両ランク３/月

＝－５円/ｋｇ

※最大９円/ｋｇ

の格差となる！！

初産 ２産以上
0 0 ～ 1.7 0 0
1 1.8 ～ 3.5 0 0
2 3.6 ～ 7 0 0
3 7.1 ～ 14.1 1.9 2.9

4 14.2 ～ 28.2 3.7 5.7

5 28.3 ～ 56.5 5.5 8.3
6 56.6 ～ 113.1 7.5 10.8
7 113.2 ～ 226.2 9.3 13.3
8 226.3 ～ 452.5 11.2 15.6
9 452.6 ～ 13.1 17.7

‐７１千円/年 ‐１２１千円/年
‐８６千円/年 ‐１４２千円/年

‐１００千円/年 ‐１６１千円/年

‐２６千円/年

‐２８千円/年 ‐５２千円/年
‐４２千円/年 ‐７５千円/年
‐５７千円/年 ‐９８千円/年

体細胞数と乳量損失率

リニア
スコア

体脂肪数
（万個/ｍ ）

１日当り損失率（％）

＜例＞
初産：8,000ｋｇ/年、２産以上：9,500ｋｇ/年

初産 ２産以上

‐１５千円/年

・生菌数格付け 単位：／ｍｌ

・体細胞数格付け 単位：／ｍｌ

（Ｈ２７　宗谷地区乳質改善協議会・宗谷乳牛検定組合連同会合同研修会資料より抜粋）

乳質単価 ２円 ０円 ー２円
対象乳量 判定当月乳量 判定当月乳量 判定当月乳量

体細胞数 ３０４千以下 ３０４千以下 ３０４千以上

条件
当月内の３旬全てにおいて

上記条件を満たす場合

当月内の１旬または２旬の

み上記条件を満たす場合

当月内の３旬全てにおいて

上記条件を満たす場合

対象乳量 判定旬乳量 判定旬乳量 判定旬乳量

区分 ランク１ ランク２ ランク３

条件
当該旬に上記条件を満た

す場合
同左 同左

乳質単価 ２円 ０円 ー３円

区分 ランク１ ランク２ ランク３

生菌数 １４千以下 １５～１０４千 １０５千以上

リニアスコアとは

体細胞を階層別に分けたものです。 目安

として、３～４が潜在性乳房炎（軽度）、５

以上が臨床型乳房炎（重度）に区分でき

ます。（乳検でわかります！）



4

月
12

日
～
15

日
に
か
け
て
、
旭
川
厚
生

病
院
に
よ
る
巡
回
ド
ッ
ク
が
行
わ
れ
、
２
１
０

名
が
受
診
さ
れ
ま
し
た
。

巡
回
ド
ッ
ク
は
、
生
活
習
慣
病
な
ど
病
気
の

早
期
発
見
・早
期
治
療
を
目
的
に
、
毎
年
全

道
各
地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
に
お
い
て
は
、
組
合
員
関
係
者
で
18

件
の
病
気
等
に
よ
る
入
院
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

生
活
習
慣
病
は
、
気
が
付
き
に
く
い
病
気

で
す
の
で
、
是
非
厚
生
病
院
の
巡
回
ド
ッ
ク

を
健
康
づ
く
り
の
為
に
ご
活
用
下
さ
い
。

5

月
19

日
・
24

日
に
春
季
廃
プ
ラ

回
収
を
行
い
、
お
よ
そ
95

㌧
の
農
業

用
廃
プ
ラ
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

廃
プ
ラ
等
は
産
業
廃
棄
物
で
あ
り

適
正
に
処
理
す
る
必
要
が
あ
り
、
ま

た
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
大
切
な
資

源
で
も
あ
り
ま
す
。
北
海
道
で
は
リ

サ
イ
ク
ル
率
１
０
０
％
を
目
指
し
て

い
ま
す
の
で
「
分
け
れ
ば
資
源
、
ま

ぜ
れ
ば
ゴ
ミ
」
リ
サ
イ
ク
ル
で
循
環

型
社
会
を
目
指
す
為
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
来
年
か
ら
は
4

月
中
の
回

収
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

5

月
30

日
～
31

日
公
共
育
成
牧
場

の
夏
季
預
託
牛
の
受
け
入
れ
を
開
始

し
ま
し
た
。

作
業
に
当
っ
た
の
は
、
町
内
若
手
酪

農
家
・枝
幸
町
職
員
・ア
グ
リ
サ
ポ
ー

ト
職
員
・農
協
職
員
で
行
い
、
本
牛
の

写
真
、
体
重
測
定
、
健
康
状
態
な
ど
を

確
認
し
砂
ぼ
こ
り
の
中
で
の
作
業
で
し

た
。冬

季
預
託
牛
と
併
せ
る
と
７
０
０
頭

が
飼
養
管
理
さ
れ
る
事
と
な
り
ま
す
。

秋
の
退
牧
時
に
は
、
50

㎏
～
１
０
０

㎏
増
体
で
、
皆
様
の
元
へ
帰
れ
る
予
定

で
す
。

編
集
委
員

村
田

太

伊
藤

太
良

川
合

直
樹

滝
口

直
也

森
川

忠
幸

高
本

等

浦
谷

正
憲

こ
の
度
、
営
農
部
営
農
課
に

配
属
と
な
り
ま
し
た
。
ま
だ

ま
だ
分
か
ら
な
い
事
ば
か
り

で
不
安
で
す
が
、
少
し
で
も

皆
様
の
お
役
に
立
て
る
様
頑

張
っ
て
仕
事
を
覚
え
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

営農部営農課（準職員）

鈴木 めぐみ


